












学 会事 務 局 よ りイギ リスの デザ イ ン研 究事 情 につ い て話 す よ うご依頼 が あ りま した ので,本
日は,し たが い ま して,そ の辺の こ とにつ い て少 しお話 した い と思 い ます。
わた しが イギ リス に滞在 してい ま したの は,昨 年 の10月1日 か ら今年 の3月31日 まで の半 年
間で,そ の 後 の1箇 月 間あ ま りヨー　'ッパ大 陸 を旅行 し,4月30日 に帰 国い た し ま した。 この
留 学 はブ リテ ィッシ ュ ・カ ウ ンシル の留学 助 成金 に よる もの で した。 したが い ま して英 国で の
わた しの研 究 は,す で に ブ リテ ィ ッシ ュ ・カウ ンシ ルに提 出 してお りま した研 究 計画 書 に基 づ
いた もので した。研 究 の 目的 は3つ あ りま した。 ひ とつ は,19世紀 か ら現在 に至 る英 国デザ イ
ンの い くつ か の歴 史的 側面 を調 査 す る ことで した。2番 目の 目的 は,英 国 のデザ イ ン教 育 な ら
びに デザ イ ン活 動 の現 状 を見 聞す る こ とで した。3つ 目は,共 訳 も含 めて現 在進 めて いる3冊
の翻 訳 の仕事 に関連 して,そ の著者 や 関係 者 に会 って,意 見 を交換 す る ことで した。
この ような 目的 を達 成す る ため に,ど の ような大 学 や研 究機 関,あ るい は専 門家 を訪 ね,何
につい て意見 を交換 したか を,次 に ご く簡単 に ご紹 介 します。
まず,大 学 は王 立美術 大 学(RoyalCollegeofArt=R・C・A),レイヴ ェ ンズボ ー ン ・デザ イ
ン大 学(RavensbourneCollegeofDesignandCommunication),それ に ブ ラ イ トン ・ポ リテ ク
ニ ック(BrightonPolytechnic)を訪 問 し ま した。R・C・Aで は,文 化 史学 科(Departmentof
CulturalHistory)のク リス トフ ァー ・フ レイ リン グ教授,シ ニア ・チ ュー ター の ジ リア ン ・ネ
イ ラー さん,同 じくシ ニア ・チ ュー ターの ペ ニー ・スパ ー ク さん に個 別 に会 い,デ ザ イ ン史研
究の 現状 につ い て嗣 き ま した。 また,イ ンダ ス トリアル ・デザ イ ン学 科 の ス タ ッフの 方 や ブ
ルー ス ・アー チ ャー教授 と も面 会 し,デ ザ イ ン教 育 の現 状 な どにつ きま して話 を 聞 き ました。
レイヴ ェ ンズ ボー ン ・デザ イ ン大 学 で は,IndustrialDesignの著 者 であ る ジ ョン ・ヘ スケ ッ ト
さん とデ ザ イ ン史研究 の 歴 史な ど につ い て意 見 を交換 しま した し,ブ ライ トン ・ポ リテ クニ ッ
クで は,美 術 ・デ ザ イ ン史学科 の 先生 た ち と主 と してデ ザ イ ンの 歴 史的研 究 のあ り方 を巡 って
討論 しました。
次 に,デ ザ イ ンに関 係す る美 術館 や研 究 機 関 に関 しま して は,ヴ ィク トリア ・ア ン ド・ア ル
バー ト博物 館(VictoriaandAlbertMuseum=V&A),その付 属 施設 で ハマ ス ミス にあ る美 術 ・
デザ イ ン資 料館(ArchiveofArtandDesign),デザ イ ン ・カ ウ ンシ ル(DesignCouncil),クラ
フ ツ ・カウ ン シル(CraftsCounci1),それ に ウ ィリア ム ・モ リス ・ギ ャラ リー(WilliamMorris
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Gallery)へしば しば足 を運 び,所 蔵 され て いる歴 史的作 品 や文書 記録 を見 る とと もに,ス タ ッ
フの方 々か らそ れぞ れの機 関の歴 史 や機能 につ いて話 を聞 く一ことがで きま した。
一 方,デ ザ イ ンの学術 団体 や,デ ザ イ ンの振 興 団体 や,デ ザ イ ンの 職能 団体 と も接触 す る機
会 を もち ま した。 デザ イ ンの学 術 団体 と しては,デ ザ イ ン史学 会(DesignHistorySociety)や
全 国美 術 ・デザ イ ン教 育 学 会(NationalSocietyforEducationinArtandDesign),それ に ウ ィ
リアム ・モ リス協 会(WilliamMorrisSociety)と接触 を もち ま した 。 デザ イ ンの振興 団体 と し
て は,.デザ イ ン ・産業 協 会(DesignandIndustriesAssociation=D・1・A),ボイ ラーハ ウス ・
プ ロジ ェ ク ト(BoilerhouseProject),王立芸 術協 会(RoyalSocietyofArts)を訪 ね ま した し,
デザ イ ナーの職 能 団体 と しては,王 立 デザ イナー協会(CharteredSocietyofDesigners)を訪 問
しま した。 また,デ ザ イ ン事 務 所 はデ ザ イ ン ・リサ ーチ ・ユ ニ ッ ト(DesignResearchUnit),
建 築事 務所 は,シ ェパー ド・ロ ブス ン(SheppardRobson,Architects)の事務 所 をそれ ぞれ見 学
しま した。
最後 に,翻 訳 の関係 で 個 人的 にお会 い した 人 を列挙 し ます と,TheBlackPapersonDesignの
著者 ミ ッシ ャ ・ブ ラ ックの 未亡 人 であ る,レ イデ ィ ・ブ ラ ック さん,TheHistoryandPhilosophy
ofArtEducationの著者,ス テ ユア ー ト ・マ ク ドナ ル ドさん,丿aneandMayMmnsの著 者 であ る
ジ ャン ・マ ーシ ュ さん な どの 方 々で した。
以上述 べ ま した こ とが,英 国滞在6箇 月 間のわ た しの 大 まかな足 取 りです 。
そ こで 今 日は,こ の よ うな経 験 を踏 まえ ま して,と くに,英 国 にお け るデザ イ ン史研 究の現
状 に限 りま して これか らご報告 したい と思 い ます。 ,
英 国 におい てデ ザ イ ン史研 究 が 本格 的 に進 め られ るよ うに なっ たの は1970年代 にな ってか ら
の こ とで あ り,極 めて新 しい学 問 分野 で あ るとい う ことが で き ます 。 そ して今 日まで,デ ザ イ
ン史 は,主 と して ポ リテ クニ ックや美術 ・デザ イ ン系 の カ レ ッジに お いて,デ ザ イ ナー にな る
学 生 を対 象 と して教授 され る歴 史的,理 論 的教育 の一分 野 と して機 能 して きま した。 もっ とも,
R・C・Aは ユニ ヴァー シテ ィ ・ステ イ タス をもつ 大学 院大 学 であ りま して,こ この文 化 史学科
では,実 技 系 の学生 に対 して ももち ろん デザ イ ン史の授 業 を 開講 して い ますが,独 自の課 程 に
よる デザ イ ン史家 の養 成が 主 た る 目的 とな ってい ます。 この よ うに独 自にデザ イ ン史家 を養成
で きる大材 と設 備 をもって いる ところ は,R・C・A以 外で は,ブ ラ イ トン をは じめ とす る2,
3の有 力 なポ リテ クニ ック くらい で あ りま して,一 般 には,デ ザ イ ン史の授 業 は,先 に述 べ ま
した よ うに,デ ザ イナー を志す 学生 に用意 され た もので あ ります。 したが い ま してそ の内容 は,
学 生 たちが 将来 デザ イナrに な った と き直接 役 に立 つ こ とを配 慮 して,過 去100年くらい の歴 史
に限 られ る ことが 多い ようです 。端 的 に いえ ば,そ れ はイ ンダス トリア ル ・デザ インの歴 史 な
のです。
それ で はなぜ70年代 に入 って デザ イ ン史 の研究 が急 速 に発 展 したの で しょうか。 これ につ い
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ては,次 のよ うな2つ の大 きな要 因が考 え られ る と思 い ます。 そ の ひとつ は,60年代 に進め ら
れた美 術 ・デザ イ ンの 教育 制度 の 変革 とい う外 的要 因で す。 コ ウル ドス トリーム を議長 とす る
美術 教 育 国家 諮 問協議 会 は この時 期 に一連 の報 告 書 を提 出 します が,こ れ に よ り英 国 では,.美
術 ・デ ザ イ ンの教 育制 度 が大 き く刷 新 され るこ とに な ります。 そ の特徴 の ひ とつ は,ひ とこ と
でい え ば,デ ザ イ ン分 野 の教 育課 程の 大幅 な導 入 とその確 立 にあ りま した。背 後 には 、質 の高
いデザ イナー 養成 に対 す る社 会的 要求 が あ った よ うで す。 い う まで もな く質 の高 いデ ザ イナ ー
を養成 す るた め に は,高 魔 な技 能 だ けで は な く,幅 広 い 知識 や見識 を学生 た ちに教 授 しな けれ
ばな りませ ん 。 この よ うな理 由か ら,順 次,ポ リテ クニ ックや カ レ ッジにデ ザ イ ン史 の専 門家
が職 を得 るよ うに な り,一 段 とその研 究 も専 門化 し,急 速 に発展 して ゆ くこ とにな るので す。
デザ イ ン史 の学 問 的確 立が70年代 に要 請 され た も うひ とつ の要 因 は,内 的 な要 因で あ りま し
た。少 な くと もこの 時期 まで は,社 会 で活 躍 して い るデ ザ イナ ー も,大 学 で学 生 にデ ザ イ ンを
教 える教 師 も,大 筋 で は,近 代デ ザ イ ンの教義 を揺 る ぎな い もの と して確 信 して い ま した。 し
か し,大 学紛 争 は,デ ザ イ ンは一 体誰 の ため の もの か を再考 させ る契 機 を学生 た ち に与 え ま し
た。 また,ポ ップ ・デザ イ ンの登場 は,デ ザ イ ンにか か わ る多 くの人 た ちに,機 能 主 義デ ザ イ
ンに対 して少 なか らぬ疑 念 を抱 かせ る よ うに な りま した。 この よ うな社 会的 状況 に あ って,デ
ザ イ ンにつ い て これ まで保持 して いた確 信 があ らゆ る意味 で揺 らぎ始め,デ ザ イナ ーや教 師 や
学生 の あい だ に,確 か な もの を求め る機 運 が高 まって ゆ くのです 。 つ ま りこの時 期 にお いて,
自己の存 在理 由 を再 発 見す る うえ か ら,デ ザ イ ンの歴 史の 捕 え直 しは,不 可 避の もの とな って
い たので あ り ます 。
以 上が,デ ザ イ ン史研 究が英 国で 注 目を浴 びる よ うにな った大 まか な理 由 なので あ ります 。
と ころで,デ ザ イ ン史研究 の場 合,そ の歴 史 がい ま述 べ ました よ うに まだ十数 年 と極 めて 短
い ため に,現 在 デザ イ ン史家 と して活躍 して い る専 門 家 のそれ まで の経 歴 も様 々で あ ります 。
美術 や デザ イ ンの 実践 や,建 築 や工 芸 の歴 史 をバ ック グラ ウン ドに もつ 人 もい ます し,経 済 学
や社 会 学 を も とも と専 門 と してい た人 もい ます 。 また な か には,科 学 や技術 の分 野 か らデザ イ
ン史 に転 向 した 人 もい ます6日 本 で そ の 名前 が よ く知 られて い る歴 史家 を例 に挙 げ ます と,
Bauhaus(邦訳題 「バ ウハ ウス』)の著 者 ジ リア ン ・ネイ ラー さんは雑 誌Designの編集 に携 わ っ
た ことの あ る ジ ャーナ リス ト出 身です 。 また,ジ ョン ・ヘ スケ ッ トさん は,大 学 で は経 済学 を
勉 強 し,都 市 計 画,編 集 出版,中 学 校教 師 な どを経験 したの ち,デ ザ イ ン史 を専 攻 して い ます 。
この よ うに40代の後半 か ら50代の歴 史家 の多 くは,そ れ ぞ れに様 々 なバ ックグ ラ ウン ドを もっ
てデザ イン史 の研究 に進 んで きた人 たち なのです 。 それ に対 して,40歳前 後の若 手 の歴 史家 は,
デザ イ ン史研 究 の歴 史 と ともに歩 ん で きた世 代 の人 た ちで,デ ザ イ ン史研 究 の ま さに申 し子 と
もい え る 存 在 で す 。 こ の グ ル ー プ の な か で 最 も 活 躍 して い る 研 究 者 に は,Designin
Contextをは じめ と して すで に多 数の 著作 を発 表 して い るペ ニ ー ・スパ ーク さんや,そ の旺 盛 な
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執筆 活動 だ けで は な く,ボ イラ ーハ ウ ス ・プロ ジェ ク トの デ ィ レク ター と して も盛 ん に注 目を
集 めてい るステ イ フィ ン ・ベイ リー さん な どが い ます 。
さて それ で は,こ の 十数 年 の あい だ に,デ ザ イ ン史研 究 は どの よ うに発展 して きたのか を改
め て振 り返 って みたい と思 い ます。・
一 般 的に い って,ひ とつ の学 問 分野 が 自立 し,組 織的 な研 究 が進 むた め には,関 係す る文 献
の整 備 が常 に必 要 とな ります 。 デザ イ ン史 の場合 も例 外 で はあ りませ ん。 この よ うな学問 的要
請 を受 けて,1979年に,ABibliographyofDesigninBritain1851-1970がデザ イ ン ・カウ ンシ ル
よ り出版 され,続 いて,1984年に,ThePenguinDictionaryof1)¢signandDesignersが世 に 出 ま し
た。 前者 は,大 博 覧会 が 開催 された1851年をひ とつの 目安 と して,そ れ か ら現代'まで の範 囲内
で,運 動,理 論 教育 は い うに及 ばず,色 彩 や装飾 の 問題 か ら技術 的,社 会 的,経 済 的要 因 に
至 る まで,デ ザ イ ンに関 す るすべ て の文 献 を整理 した もので す。 一 方後 者 は,デ ザ イ ンの 意味
を19世紀以 降の い わゆ る イ ンダス トリア ル ・デザ イン に限定 せず,ル ネサ ンスに さカ}のぼ って
デ ザ イ ンの事 象 とデ ザ イナ ー を収 録 した画期 的 な事典 で す。 こ の2つ の 本 の 出版 に よ り,デ ザ
イ ン史 家 は多大 な恩 恵 を受 け,デ ザ イ ン史研 究 は一層 本格 化 す る こ とにな りま した。 その 後 に
出版 され たデザ イン史 関係 の本 をみ る と,『大抵 の場合 そ の巻 末 の参 考文 献案 内 にお いて,こ の
2冊の本 の重要性 が明 記 され,紹 介 され てい るほ どで す。
と ころで,い まご紹 介 しま した2冊 は どち らか といえ ば専 門家 向 け の文献 案内 の図書 に属 し
ますが,最 近,初 学者 と して の学 生 向 けの もの も出版 され るに至 りま した。 そ れは昨 年刊行 さ
れ た,DesignHistory‐aStudents'Handbookとい う本 です 。 こ こで はデ ザ イ ン史が8つ の分野 に
細 か く分 か れて い ます。 ちなみ にそ れ らの分野 を挙 げてみ ます と,「デザ イ ン史基礎」,「服 飾 と
テ キ ス タイル の研 究」,「セ ラ ミ ック 史」,「家具 史」,「室 内デ ザ イ ン」,「イ ン ダス トリア ル ・デ
ザ イ ン」,「グ ラ フィ ック ・デ ザ イ ン」,「環境 デザ イ ン」 の8つ で す。 そ して,そ れぞ れの分 野
につ いて個 々の 専 門家が,研 究上 の 問題 の所 在,研 究 の方 法,文 献 の紹 介 に当た って い ます。
学生 が デザ イ ン史 をは じめ て学 ぶ場 合 や卒 業論 文 を書 く場合,こ の本 は極 めて有 効 な役 割 を果
たす もの と思 われ ます 。
さて,デ ザ イ ン史が 発 展す る過 程 に おい て どの よう に文 献 が整 備 されて きたか を簡 単 に述べ
て きま し光 が,次 にデザ イ ン史 の学 術 団体 であ るデ ザ イ ン史学 会 の これ までの活 動 につい て少
し触 れ てみた い と思 い ます 。
ひ とつの研 究 分野 が 開拓 され,共 通 の学 問的興 味 を もつ専 門 家が 増 えて くる と,自 然発 生 的
に研 究 グル ー プがで きるの は,当 然 の成 り行 きで あ る といえ ます 。英 国で は,「デ ザ イ ン史学
会」 とい う名称 の もとに ひ とつ の学 会 が正 式 に創設 され ま した 。 それ は,ほ ぼ10年前 の1977年
の こ とで した。 その母体 となった ものは,「デザ イン史研 究 グルー プ」(DesignHistoryResearch
Group)とい う小 さな グル ープ だ った そ うです 。 ところで,デ ザ イ ン史学会 のパ トロ ンの ひ と
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りに,亡 くな るつ い最 近 まで,「第 一機械 時代 の理論 とデザ イ ン』 の著 者で あ る レイナー ・バ ン
ハ ムが名 を連 ねて い ま した。 もっ と も彼 は,1976年に アメ齟リカ に渡 っ てい ます の で,学 会 の 間
接 的 な生 み の親 とい うこ とに な ります。 これ まで この学 会 は年次 大会 の 開催 と年 に4回 の 会報
(Newsletter)を刊 行 して きま した。年次 大 会で は,ひ とつ の テーマの もとに論文 が提 出 され,
討 論 がな され て きま した。 そ して,提 出 され た論 文 は,デ ザ イ ン ・カ ウ ン シルか らひ とつ の冊
子 に まとめ られ,市 販 されて い ます。 テ ーマ だ けで も,い くつ か ここ に ご紹 介 し ます と,1979
年 の 第2回 年 次大会 の テーマ は,「デザ イ ンと工業 工業化 と技術 的変 化が デザ インに及 ぼ し
た影響 」 とい うもので した。 第4回 の テ ーマは,「デザ イ ン史 過 去,変 遷,製 品」 で した。
また1984年に は,「ス ピ ッ トフ ァイ アか らマ イ ク ロチ ップ まで1945年 以 降 の デザ イ ン史研
究 」 とい うテ ーマで 年次 大会 が開 かれ てい ます。 「ス ピ ッ トフ ァィア」 とは第2次 世界大 戦 中 に
英 国空 軍が 使 用 して いた単 座 戦闘機 の ことです 。 一方,会 報 には,学 会 の動 き,デ ザ イ ンー 般
に関す る今 後 の イ ヴェ ン トの案 内,書 評,文 献 の紹 介 な どが掲載 され,会 員 に便 宜 を図 っ てい
ます。 会員 の 多 くは,イ ギ リスで活 躍 して い る歴 史家 です が,ア メ リカ,イ タ リア,オ ー ス ト
ラ リア,カ ナ ダ,ハ ンガ リー な どの 海外 の研 究 者 も含 まれ てい ます。 自国 にい ま だデザ イ ンの
歴 史 に関す る 学会 が整 備 され てい ない こ とが理 由の ひ とつ な のか もしれ ませ んが,デ ザ イ ン史
の学 問 的性格 か ら して,こ の学 会 自体が,イ ン ターナ シ ョナル な もの にな るこ と を 目指 してい
るの も確 か で す。 と ころで,創 設 以 来11年目を迎 え る今 年 は,こ の学 会 に とっ て大 きな記 念 す
べ き年 に な り ました。 とい い ますの も,念 願 の 学会 誌 を オク スフ ォー ド大 学 出版 局 か ら創 刊 す
るこ とが で きたか らで す。 この創 刊 号 の巻 頭 で,編 集 委 員会 を代 表 して,フ ル ヴ ァハ ンプ ト
ン ・ポ リテ クニ ックの クリス トフ ァー ・ベ イ リー氏 が次 の よ うに述べ て い ます 。 「学 会誌 の 目的
は,ひ とつ の新 しい学 問 を高 らか と要 求 す る こ とでは な く,学 問領域 を成 立 させ んが た めの 努
力 を行 な うこ とで あ る。 討論 の場 が用 意 で き,… …論 議 の ための 中心 とな る土壌 を育 て て ゆ く
こと は,わ た した ちの喜 び とな ろ う」。 こ う述 べ て,学 会 誌 の創刊 を祝福 して い ます 。 これ に
よって,デ ザ イン史学 会 も,や っ と大 人 の学会 に仲 間入 り した とい え るので はな いで しょうか。
また,こ れ まで に至 る10年間の学 会活 動 は,デ ザ イ ンの歴 史的研 究 の充実 へ 向 けて少 な か らぬ
貢献 をな しえ て きた もの と想像 され ます。
次 に,ボ イラ ーハ ウ ス ・プ ロ ジェ ク トの 展覧 会活 動 を取 り挙 げ,そ れ が デザ イ ン史研 究 の推
進 にあた って ひ とつ の大 きな役割 を演 じて きた ご とをみて みた い と思 い ます。
ボ イ ラーハ ウス'・プ ロジェ ク トとは,コ ン ラ ン財 団 の理 念 を具体 的 に執行 して ゆ く実行 機 関
です。 そ れで はまず,コ ンラ ン財 団か ら少 し説 明 し ます。 そ れ は,産 業 とデザ イ ンの 関係 を よ
り一層 活性 化 させ る 目的 で,1981年にテ ラ ンス ・コ ン ラ ン氏 に よって創 設 された もの で あ りま
す 。 コ ンラ ン氏 自身,ロ ン ドンの 中央美 術 ・デ ザ イ ン学校 で テキ ス タイ ル ・デ ザ イ ンを学 び,
デ ザ イナ ー と して活躍 した経験 を もち,現 在で は,世 界 の主要 国 にチ ェー ン店 を もつ 家具 の店
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「ハ ビタ」 をは じめ,い くつ もの 企業 の オー ナーの 地位 に あ る英国 で は立志 伝 中 の人物 です 。
ところで,コ ンラ ン財 団が 創設 され るや,そ のデ ィレク タ▽の 職 に,そ れ まで ケ ン ト大 学で デ
ザ イ ン史 を教 え ていた ス テ イフ ィ ン ・ベ イ リー氏 が 就 くこ とにな りま した。1951年生 まれの 彼
は,し たが って,30歳に なる かな らないか の若 さで,デ ィ レクター に就任 した こ とにな ります。
しか しそ の とき まで に,彼 は,デ ザ イン ・カ ウン シルか らInGoodSh¢peとい う,ま さに20世紀
の工業 製 品の基 本 台帳 と呼 ぶ にふ さわ しい本 を出版 してお り,デ ザ イ ン史家 と して の その能力
は高 く評 価 されて いたので した。
さて,ボ イ ラーハ ウス ・プ ロジ ェ ク トの 活動 は主 と して これ まで,ヴ ィク トリア ・ア ン ド ・
アルバ ー ト博 物館 を拠点 と した展 覧会活動 で した。 い くつか の展 覧会 の タイ トル と して,「メン
フ ィろ」,「売 るた めの イ メー ジ」,「コー ク」,「テ イ ス ト」,「イ ッセ イ ・ミヤ ケ」,「ソニ ー」 な
どを挙 げ るこ とが で きます。 これ らの展 覧 会 に共 通 してい る特徴 は,.わた した ち を取 り巻 い て
い る文化 状 況 を,産 業 と商業 と大衆 の3者 が 生 み出 した結 果 と して と らえる こ とに よ って,そ
の よ うな文 化構 造 のなか で のデ ザ イ ンの もつ役割 の 重要性 を,ひ とつ の教育 的価 値 と して 展示
した こ とで した。 同時 に,そ れぞ れ の展 覧会 に応 じて 刊行 され た,ス テ イ フ ィン ・ベ イ リー氏
自身の執 筆 に よる詳細 なカ タ ログ も,大 変注 目を集 め ま した 。 その理 由の ひ とっ は,単 に もの
を扱 った 図録 で はな く,デ ザ イ ンが生 まれ る まで の詳 しいプ ロセ ス をそ の間 に影響 を与 えた社
会的,経 済 的,技 術 的要 因に 照 ら して解説 し,例 証 してい たか らで す 。 ボイ ラーハ ウス ・プ ロ
ジ ェク トが 企画 した展覧会 は,テ ーマ の選定 の うえか らも,ま た カタ ログの編集 の う えか らも,
旧来 の展 覧会 に み られ な い斬 新 な もの で した。 そ れ は ま さ し く,デ ザ イ ン史 の方 法 論 に の っ
と った,視 覚的 な展 開 だ った わけで す。 デザ イン史研 究 の場 合,実 際 の もの に直 接触 れ る こ と
に勝 る勉 強 はあ りませ ん。 そ の よ うな意味 で,ボ イラ ーハ ウス ・プ ロ ジ ェク トはデザ イ ン史研
究 の発 展 に大 きな貢献 をな しえた といえ るの で はない で しょうか。 来 年 の春 には,ボ イラ ーハ
ウス ・フ゜ ロ ジェ ク トの本拠 地 と もい える 「デザ イ ン ・ミュー ジア ム」(TheDesignMuseum)が
い よい よ完 成 します。 さ らな る活動 が,デ ザ イ ンにか かわ る多 くの 人 た ちか ら,期 待 が寄 ぜち
れ てい る ところです 。
これ まで にみ て き ま した よ うに,文 献 が整 備 され,学 会活動 や展 覧会 活動 が活 発 にな って き
ます と,当 然 そ の成 果が 具体 的 に現 わ れて きます。80年代 に入 るや い なや英 国で は,デ ザ イン
史 に関す る 図書が まるで洪 水 の ように 出版 されて きた とい って も過 言で は あ りませ ん。 そ こで,
19世紀 か ら現 在 に至 る デザ イ ン史 の全体 的 な構 図 をみ る うえで 最 も参 考 に なる と考 え られ る数









代 表的 な デザ イ ンの通 史 を ご紹 介 しま したが,も ち ろんモ ノグ ラフ に よる詳 細 な研 究 も進 め
られて きて い ます。 また同時 に,英 国の歴 史家 は,自 国 の歴 史 に劣 らず,海 外 に も積 極 的 に 目
を向け て い ます 。 主 と して,ア メ リカ,ド イ ツ,イ タリア,ス カ ンジナ ヴ ィア諸 国,日 本 な ど
が その対 象 とな ってい ます。 デザ イ ン史の全 体像 を よ りよ く理解 す る ため には,こ れ らの 国々
の デザ イ ンの発 展 過程 を無視 す る こ とはで きない か らです 。 とにか くこの よ うに して,デ ザ イ
ン史の研究 成果 が,こ の数 年 にな って明確 な かた ちを な して現 わ れて きたので す。
さて それ で は,こ の よ うなデ ザ イ ン史家 に ほぼ共 通 に理解 されて い るデザ イ ン史研 究 に おけ
る方法 論 とは どの ような もの なの で しょうか。 次 にそ の こ とについ て少 しお話 したい と思 い ま
す 。
それ は,び と こ とで 大 ざっ ぽにい って しま えば,ペ ヴス ナー流儀 の歴 史叙述 の 否定 とい い ま
す か,少 な く と も,そ れか らの脱却 を意 味 します。 す で にご承 知の よう に,ペ ヴ スナ ー は 『モ
ダ ン ・デザ イ ンの 展 開』 の なか で,近 代 運 動 を,ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動,ア ー ル ・
ヌー ヴ ォー,お よび工 学技 術 の3つ の源 泉 か ら説 明 して い ます 。 また,『美術 ・建 築 ・デザ イ ン
の研究(皿)』 とい う本 の 「20世紀研 究」 の部 分で は,わ ず か にフラ ン ク ・ピ ック,ゴ ー ドン ・
ラ ッセル,そ れ とD・1・Aに つ いて触 れ られ てい る に しか す ぎませ ん。 デザ イ ン史研 究が 始動
す る まで は,近 代 デ ザ イ ンを信 じる多 くの 人た ちが,ペ ヴ スナ ーに影 響 を受 けて デザ イ ンの歴
史 を イメ ージ して い ま した。 そ れ はお お よそ次 の よ うな もの で した。19世紀 中 葉 に コ ウル ・
サ ーク ルの デザ イ ン改革 と平 行 して ウ ィ リアム ・モ リ盈を 中心 と したア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ
ツ運 動が 英 国で 起 り,そ の成 果が アール ・ヌー ヴ ォー を開 花 させ る と ともに ドイツ工 作連 盟 に
影響 を与 え,最 終 的にバ ウハ ウス におい て 近代 デザ イ ンが 成立 す るに至 った。一 方,ド イ ツの
業績 は英 国に 移 入 され,D・1・A,そ れ に続 く,イ ン ダス トリア ル ・デザ イ ン協 議 会(Council
ofIndustrialDesign=Co.ID,現在 のデザ イ ン ・カ ウ ンシル)に よる啓 蒙運動 に よ って近 代運 動
は定着 して い った。 恐 ら くこれ が,つ い 最近 まで多 くの人 が描 いて い た,近 代 デザ インの図 式
だ った ので は ない で し ょうか。 しか し,こ の 図式 に は い くつ か の欠陥 が あ るこ とが わか って き
ま した。 つ ま りこの図式 は,近 代 デ ザ イ ンの思 想 の歴 史,な い しはそ の啓 蒙運動 の 歴 史の一 部
にす ぎす,デ ザ イ ンそ の もの,す なわ ち工 業製 品が 現 実的 に姿 を現 わ す うえで の様 々な要 因か
ら歴 史 をみる視 点 が欠 落 して いた ので す。 ペ ヴ スナ ー流儀 の歴 史叙 述 に は,実 際 にデザ イ ンに
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影響 を及 ぼ して い る経 済 的,社 会的,技 術 的,政 治的側 面 か らデ ザ イ ン を検証 す る アプ ローチ
に欠 けて い たの で した。 その 欠 落 してい た視点 を補 う意味 で,1980年に 出版 され た ジ ョン ・ヘ
ス ケ ッ トのIndustrialDesign(邦訳 題 『イ ン ダス トリア ル ・デ ザ イ ンの歴 史』)は画期 的 な もの
で した。 なぜ な らば,い ち はや くペ ヴ スナーか ら脱 却 し,先 に述べ た様 々な側 面 か ら工 業 製品
の進 化の 過程 を実 証 した最 も早 い段 階 のデザ イ ンの歴 史書 だっ たか らで す。 そ して それ以 降,
経 済 的,社 会 的,技 術 的,政 治的観 点 か らデザ イ ンに接 近 す る方 法論 が,さ らに一般化 す る こ
とにな ったので あ ります。
と ころで,そ の 明快 な証左 を,R・C・Aの 文 化 史学科 の3つ の課程 の なか の ひ とつ であ る,
「V&Aとの ジ ョイ ン ト ・コー ス」 の教育 方 針 に求 め るこ とが で き ます 。 この課 程 は,V&Aの
協 力 の も とに開設 されて い る,デ ザ イ ン史家 を養 成す る2年 間 の修士 課 程です 。 その課 程 内容
を記 した 「概要 」 に は,3つ の教 育 目標が 掲 げ られ て い ます。 ひ とρ は,「デザ イ ンの 理 論」
(TheoriesofDes量gn)です。 理論 や イデ オ ロギ ーがデ ザ イ ンの実 践 に ど うか かわ った か を理解
す るため の もので す。 次 は,「社会 的 お よび経済 的文 脈」.(SocialandEconomicContexts)です 。
デザ イ ンが生 み 出 され るに あ た って の政 治 的,社 会 的,経 済 的 要 因 を検 証 す る こ とが 目的 に
な って い ます。 最 後 の3番 目 の 目標 が,「製 品 技 術 と形 態 」(TheObject:technologyand
form)です。 ここで はV&Aに 所 蔵 されて い る歴 史 的 な作 品 を通 して,素 材 や構 造 や加工 技 術
が ものの 形 とどの よ うにかか わ って い るか を実地 に学 ぶ機 会 に な ってい ます。 極 めて簡 単 に述
べ ま したが,以 上 が この 「ジ ョイ ン ト・コー ス」 の教 育 上 の指 針 とな る もので あ りま して,こ
れ に基づ き,デ ザ イ ン史家 が養 成 され てい るので す。 した がい ま して,R・C・Aの 文化 史学 科
で は,デ ザ イ ンの歴 史 をみ る視 点 と して,政 治,経 済,社 会,技 術 な どの様 々 な文 脈か らの ア
プ ローチ が不 可欠 な もの に な ってい る ことが,ご 理 解 い ただ け る もの と思 い ます 。最近 の デザ
イ ン史研 究 の代表 的 な成果 と して,先 にご紹 介 しま した 数冊 の本 も,も ち ろん こ うした方 法論
にの っ とって,デ ザ イ ンの歴 史 が叙述 され てい るので す。
以 上が 今 日わ た しが用意 して きま した報告 です 。 デザ イ ン史の 学 問的確 立 を要 請 した要 因,
デザ イン史研 究 の この10年間の 歩み と成 果,デ ザ イ ン史 家の あ いだ で現在 一般 に承 認 され て い
る デザ イ ン史研究 の 方法 論,こ の3つ の観点 か ら英 国 にお ける デザ イ ン史研究 の現 状 につ いて
お話 しま した。 ご清聴 あ りが と うござい ま した。
(筆者注 本稿 は,1988年8月31日,宝塚 造形 芸術 大学 にお いて 開催 され た第117回意 匠 学会
研 究例 会 にお いて 口答 発表 した もので あ る。)
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